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多分中身を入れるだろうと隙間
を開けない。 

Article→日々更新する 
Section→入れ物を作るときに使う。Sectionを使うと 

ＳＥＯで上に出てくるようになる。親要素 
Div→中身の部分。子要素 

親要素 

子要素 

親要素の中に 
子要素が入る。 

親要素、子要素 P12参照 
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Section{}でつけない。 
共通した設定なら section。今回は共通した設定ではないの
で、container でつける。 

余白は外側の container に設定。 
Wordで外余白があって内側に 
文字が打てるという解釈と同じ。 
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高さは％で入れない。数字で。 
800px の高さに 2％の余白 
→800×2％＝16px 
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隙間いや 

Bodyの余白をmarginと padding
それぞれ0にすることでびったり
に作れる。 

びったり！ 



令和 6 年 8月 5日 

 
 

 
 

 
 

 

800px-16px-16px 
※16px=800px×2％ 
 （2％＝0.02） 

あえて情報チラ見せ 
画面びっしりに画像
サイズを設定しない 

真ん中にこい！ 
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Padding 変えたら変になった！ 

そういうときはこの一文 
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コピペ 

コピペ 

Bと Cを 
付ける 

同じことは何度も書かない。 
変わってほしいところだけ 

追記。 

写真のサイズに合わせて 
中央を出して 
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白背景。透明度 0.5（50％） 

14px の角丸 

二重線 樺色 6px 

Container A だけに設定したい時、 
A{}を改めて作って入力 

PC 版だけ画像を変えたい時、 
コピペして一部差し換え 
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クラス名はどこに書いても OK 
ただし、必ずスペースを class の前に入れる。 

 
<img class="point-img" src="image/hiatari.jpg" width="300" height="200" alt="明るい部屋
の写真" > 
という書き方もある。 
 

 

この設定をすると、画像サイズが box-shadow を適応した箇所が+13px になる。 
ぼかしたところまでが画像だという解釈。 
 
 


